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Ornithinecarbamoyltransferase(OCT)作-A

川の 細胞化学的研究 は我 々を 以て憶矢 とする

(Mizutani,A.:J.Histochem.Cytochem.15:

603,1967)｡ この酵素は肝細胞の ミトコンドリ

ア内 matrixに特異的に存在することが 始めて

明 らかにされたが,光学的及び電子顕微鏡的観

察に当って,組織冊定の良否がその成績を左右

する｡すなわち,小 さな組織片を,通常行われ

るホルマ リン･カル シウム液で一夜固定すると,

この酵素作用が殆 ど失われる為,短時間の固定

で終了 し,丑,泉購読構造が充分保持 されなけれ

ばな らない｡短時間に均一な同定結果を得 る為

に,門脈より固定液を漕流 し,最適の条件を求

めた｡ 4%ホルムアルデ-イ ド液(0-4oCに冷

却) を約 30分潅流することによって, 最良の

結 果を得た｡これによって,OCT反応は ミトコ

ンドリアの matrixに局在 し,cristaeは反応陰

性であった｡ 一万, 3%グルタルアルデ-イ ド

2分瀧流では組織の微細構造の保持はホルムア

ルデ-イ ドよりも遥かに良好であったが, ミト

コンドリアの反応は殆 ど消失 し,これに代 って,

核膜及び endoplasmicreticulum に広 く反応

産物の沈着を認めた｡この反応の本態は目下検

討中である｡ホルムアルデ-イ ドとグルタルア

ルデ-イ ドとの混合液による濯流では,短時間

で特異的な反応は消失 し,恐 らく,酸性 フォス

ファタ-ゼによると思われる 1ysosomeの反応

のみが認め られた｡
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